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雄二ホンザルの精巣では,精巣間質細胞からテストステロンが,セルトリ細胞からインヒビンが分
泌され,それぞれ精巣機能の指標として用いられる.しかし,生物活性のあるインヒビンについては,
どのタイプの分子型が主要なインヒビンであるかについては不明のままであった.本研究では,この点
を明らかにすべく雄ニホンザルの精巣におけるインヒビンの分子型について検討した.その結果,(∋血
中及び精巣抽出物中には,インヒビンBのみが存在し,インヒビンAは検出されなかった.また,②
免疫組織化学法により,インヒビンα鎖とβB鎖がセルトリ細胞に検出されたが,インヒビンβA銀は,
検出されなかった.以上の結果から,ニホンザルの精巣では,インヒビンBが主要なインヒビンとして
分泌され,下垂体からの卵胞刺激ホルモン (FSH)分泌を抑制しているものと推察された.本研琴の成
果は,primates44, 253･257, 2003に発表した.
土ホンザルの妊娠中には,生物活性の高いインヒゼンが大量に胎盤から分泌される事実を明らかに
してきた.本研究では,胎盤から分泌されるインヒビンの分子型とアクチビン分泌について検討した.
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